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１．はじめに 
 
 堀川は名古屋市の中心を流れる自然の水源を持たない川であり、生活排水や雨天時の下水排水の流入など

で汚染が進み「汚くて臭い川」としてのイメージが定着している。本研究は、こうした現在の堀川の水質の

現状とその変化特性について、特に中川運河導水が堀川の水質に与える影響を把握することを目的とする。 
 
２．現地調査とその結果 
２．1 現地調査 
 堀川の水質を多項目水質計（WQC-24）・電磁流速計（AEM213－D）

を用いて現地で調査した。調査項目は、ｐｈ・DO・濁度・電気伝導

率・水温・塩分・クロロフィル a・流速である。 
測定箇所は上流から稚児ノ宮人道橋、納屋橋・新洲崎橋・松重橋・

古渡橋・住吉橋・御陵橋・大瀬子橋及び新堀川の浮島橋であり、それ

ぞれ表層・中層・底層の３つに分けて観測を行った。 
また観測日は夏と秋に、松重ポンプ場の稼働日と非稼働日の大潮・

小潮の計 6 日観測し、その日の満潮・干潮・上げ潮・下げ潮に観測し

た。 
主な観測地点を図 1¹⁾に、また観測日詳細表を表１に示す。 
   

２．２ 観測結果 
観測結果の一例を図２と図３に載せる。表記したデータは小潮の

DO とクロロフィル a で、10 月 14 日は松重ポンプが稼動してない状

態(中川運河からの導水なし)、10 月 31 日は稼動している状態（中川

運河からの導水あり）である。また 10 月 31 日の松重ポンプの稼働状

況は午前 9 時 30 分～11 時 40 分の 2 時間 10 分で排水量は 57720 ㎥

流出していた。                              図 1 主な観測地点 
 これらの図から得られる水質分布とその変化 
の特徴を列挙すれば次のようである。               表 1 観測日詳細表 
・図２よりポンプが稼動していない 10 月 14 日で

は導水地点直上流に位置する松重橋でも中層・底層

の値は低いが、31 日は松重ポンプによる導水のた

め表層から底層までほぼ一様に DO が高くなって

いる。しかしながら、表層を除けばその上下流で

14 日と同じレベルまで DO が低下している。 
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・14 日の DO では、表層が納屋橋で最大となって

いるが、これは納屋橋直下流で実地されている

DO 供給の影響によるものと考えられる。 

10月14日　上げ潮　DO　（中川運河導水なし）
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・DO は、14 日と 31 日ともに古渡橋から住吉橋

の間で低下する傾向があるが、これはこの間で

底泥の巻上げが生じ易く、その底泥による酸素

消費が大きいためと考えられる。 
・クロロフィル a の比較では、３１日の松重橋で

ポンプ導水により中川運河から大量の植物プラ

ンクトンを含む水が流入した影響で一様に上が

っている。また 14 日、31 日ともに表層よりも

中層、下層で高い値を示し、それが上流部ほど

顕著にみられる傾向がある。これは、クロロフ

ィル a 濃度の高い海水が中下層に潜入するとと

もに、堀川では不活性化した植物プランクトン

の沈降が進むためと考えられる。 

10月31日　上げ潮　DO　（中川運河導水あり）
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３．まとめ 
 堀川は自己水源を持たない川であり、中川運河          図 2 DO 分布の観測例 
からの導水により、高い DO を含む水が流入する

と堀川の一定区間では効果的な影響がみられる。し

かしながら、同時に中川運河で増殖した植物プラン

クトンが流入し、それに起因する有機物が下層や底

泥での有機物量を増大させるマイナス面も考えられ

る。したがって、その影響をより広い範囲で功罪の

両面から検討する事が今後の課題である。 

10月14日　上げ潮　クロロフィルａ　（中川運河導水なし）
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10月31日　上げ潮　クロロフィルａ　（中川運河導水あり）
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                            図 3 クロロフィル a 分布の観測例  
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